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低
い
収
益
性

　

こ
こ
数
年
、
道
路
、
空
港
や
公
共
施
設
、

太
陽
光
発
電
設
備
と
い
っ
た
社
会
基
盤
に

対
す
る
イ
ン
フ
ラ
投
資
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
対
象
は
多
岐
に
わ

た
る
が
、
投
資
先
の
一
つ
と
し
て
民
間
資

金
を
活
用
し
、
公
共
施
設
等
の
整
備
か
ら

維
持
管
理
・
運
営
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う

P
F
I
事
業
が
あ
る
。
海
外
で
は
P
F
I

事
業
の
特
別
目
的
会
社
は
投
資
先
と
な
っ

て
お
り
、
日
本
で
も
投
資
が
拡
大
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

た
だ
、
日
本
に
P
F
I
事
業
が
導
入
さ

れ
て
か
ら
15
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
資

金
の
出
し
手
は
事
業
を
実
施
す
る
企
業
や

金
融
機
関
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
投
資
先

と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
対
象
と
し

て
P
F
I
事
業
に
着
目
す
る
上
で
は
ま
ず
、

な
ぜ
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
投
資
が
入
っ
て

い
な
い
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
「
儲
か
ら

な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
収

益
性
が
低
く
」
か
つ
「
事
業
規
模
が
小
さ

い
」
こ
と
で
あ
る
。
事
業
規
模
は
、
複
数

事
業
を
一
括
事
業
と
す
る
バ
ル
ク
化
に
よ

り
今
後
改
善
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

収
益
率
が
も
し
構
造
的
に
低
い
の
で
あ
れ

ば
、
今
後
、
日
本
に
お
い
て
P
F
I
事
業

へ
の
投
資
が
拡
大
す
る
可
能
性
は
な
い
だ

ろ
う
。

　

で
は
、
も
う
一
歩
議
論
を
進
め
る
と
、

な
ぜ
日
本
で
は
P
F
I
事
業
の
収
益
率
が

低
い
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
日
本
で
は

特
別
目
的
会
社
の
E
I
R
R
（
株
式
内
部

収
益
率
）は
数
％
〜
10
%
程
度
が
目
安（
後

注
①
）
だ
が
、
英
国
で
は
12
〜
15
％
程
度

（
後
注
②
）
で
あ
り
、
そ
の
収
益
性
に
は

差
が
あ
る
。

　

こ
の
差
に
対
し
考
え
得
る
答
え
と
し
て

は
、
対
象
分
野
の
差
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

海
外
で
投
資
対
象
と
な
っ
て
い
る
空
港
、

道
路
等
の
P
F
I
事
業
は
、
日
本
で
は
近

年
本
格
的
に
動
き
だ
し
た
分
野
で
あ
り
、

今
後
、
こ
う
し
た
分
野
に
事
業
が
拡
大
す

る
に
つ
れ
て
、
収
益
性
は
向
上
す
る
の
で

は
な
い
か
と
の
見
方
が
あ
る
。
し
か
し
、

海
外
で
は
、
日
本
で
も
既
に
多
く
の
実
績

の
あ
る
病
院
や
学
校
の
事
業
も
投
資
対
象

　
昨
今
、イ
ン
フ
ラ
投
資
が
話
題
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
対
象
と
し
て
民
間
資
金
を
活
用
す
る
社
会
資
本
整
備
（
P
F
I
）

事
業
も
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
海
外
で
は
P
F
I
事
業
は
投
資
対
象
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
は
収
益
率
が
低
い
た

め
、
投
資
家
の
参
画
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
本
稿
で
は
、
予
定
価
格
の
観
点
か
ら
「
儲も

う

か
ら
な
い
」
原
因
を
整
理
し
、
日
本

に
お
け
る
P
F
I
事
業
の
収
益
率
の
低
さ
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
、
お
よ
び
市
場
特
性
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
提
示

す
る
。

　
そ
の
上
で
、
今
後
の
収
益
率
向
上
に
向
け
必
要
な
論
点
と
し
て
、「
改
修
事
業
へ
の
着
目
」「
リ
ス
ク
の
定
量
化
」
の
2

点
を
提
示
す
る
。

P
F
I
事
業
は
な
ぜ
儲
か
ら
な
い

費
用
積
算
で
海
外
と
差
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と
な
っ
て
お
り
、
対
象
分
野
の
差
だ
け
が

要
因
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
P
F
I
事
業
の
収

益
性
に
つ
い
て
、
予
定
価
格
の
設
定
方
法

に
注
目
し
、日
本
の
事
業
は
構
造
的
に「
儲

か
ら
な
い
」
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
解
決
策
を
検
討
す
る
。

海
外
の
収
益
の
源
泉

　

公
共
施
設
の
整
備
・
運
営
は
そ
も
そ

も
公
共
事
業
で
あ
り
、
本
来
的
に
は
収

益
性
が
高
い
と
は
考
え
に
く
い
。
で
は

な
ぜ
、
海
外
に
お
い
て
P
F
I
事
業
へ

の
投
資
は
「
儲
か
る
」
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
理
由
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
あ
る
。
例
え
ば
、
厳
し
い
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
遅
延
に
よ
る
コ
ス
ト
増
加
が

懸
念
さ
れ
る
よ
う
な
場
面
で
も
、
企
業

が
適
切
な
進し

ん
ち
ょ
く捗

・
工
程
管
理
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
費
用
の
増
加
を
抑
え
ら
れ

る
場
合
に
は
、
効
率
的
な
事
業
実
施
が

可
能
で
あ
る
。
こ
の
リ
ス
ク
に
対
応
す

る
た
め
の
費
用
が
事
業
に
係
る
直
接
的

な
経
費
と
は
別
に
、
事
業
予
算
に
反
映

さ
れ
て
い
る
た
め
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
う
ま
く
で
き
れ
ば
、
そ
の
分
を

収
益
と
し
て
計
上
で
き
る
。
粗
い
表
現

に
な
る
が
、
言
い
換
え
る
と
「
公
共
側

は
リ
ス
ク
に
対
し
て
事
業
者
に
保
険
料

を
支
払
う
。
民
間
側
は
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

に
よ
り
リ
ス
ク
を
顕
在
化
さ
せ
な
い
。

結
果
、
そ
の
保
険
料
部
分
が
民
間
の
利

益
と
な
る
」
と
い
っ
た
形
で
あ
る
。
ま

た
、
公
共
側
か
ら
見
る
と
、
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
長た

け
た
民
間
事
業
者
に
リ
ス

ク
を
移
転
す
る
こ
と
で
、
自
ら
リ
ス
ク
に

対
応
す
る
よ
り
も
、
低
価
格
で
の
事
業
実

施
が
可
能
と
な
り
、
P
F
I
事
業
で
実
施

す
る
価
格
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

で
は
、
海
外
の
P
F
I
事
業
で
は
ど
の

程
度
、
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
計
上
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
事
例
を
基
に
整
理
し
た
も
の
が
図
表
1

で
あ
る
。
事
業
に
要
す
る
費
用
に
加
え
て
、

か
な
り
の
金
額
が
民
間
事
業
者
に

移
転
可
能
な
リ
ス
ク
と
し
て
計
上

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

次
に
、
民
間
事
業
者
に
移
転
可

能
な
リ
ス
ク
と
し
て
、
政
府
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
計
算
例
で
計

上
さ
れ
て
い
る
要
素
を
項
目
別
に

整
理
し
た
。

　

リ
ス
ク
に
対
応
す
る
に
は
民
間

事
業
者
側
で
も
費
用
が
掛
か
る
た

め
、
一
概
に
ど
の
部
分
が
収
益
に

な
る
と
は
言
い
難
い
が
、
注
目
す

べ
き
は「
コ
ス
ト
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
」

「
タ
イ
ム
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
」
の
二

つ
の
完
工
リ
ス
ク
に
大
き
な
金
額

が
計
上
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
例
え
ば
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
を

活
用
す
る
こ
と
や
建
設
会
社
と
の
契
約
条

件
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
、
特
別
目
的
会

社
に
と
っ
て
は
事
前
に
対
応
が
可
能
で
あ

り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
収
益
と
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

英
国
に
お
い
て
も
状
況
は
同
様
で
あ
る
。

英
国
で
は
計
算
方
法
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
は
異
な
る
も
の
の
、
事
業
に
直
接
要
す

る
費
用
の
一
定
割
合
を
リ
ス
ク
費
用
（
後

注
④
）
と
し
て
別
途
積
み
上
げ
て
い
る
。

リ
ス
ク
費
用
の
中
に
は
建
設
に
関
す
る
部

事業に係る費用

名目価値

East West Link Stage One
（道路事業）

政府のガイドラインにおける
PSC計算例（病院を想定）

民間事業者に
移転可能なリスク

施設整備

維持管理･運営

施設整備

維持管理･運営

5,126百万豪㌦（4,565億円）

2,127百万豪㌦（1,894億円）

482百万豪㌦ （429億円）

79百万豪㌦ （70億円）

283百万豪㌦（252億円）

432百万豪㌦（385億円）

62百万豪㌦ （55億円）

112百万豪㌦ （100億円）

（出所）PricewaterhouseCoopers（2013）、Infrastructure Australia（2008）より筆者作成

〈図表1〉オーストラリアにおける事業費用算定時のリスク計上額（名目価格）後注③

施設整備 コストオーバーラン
タイムオーバーラン
サービスメンテナンス
改修に係るリスク
不測の事態（建設）
運営費のコストオーバーリスク
不測の事態（運営）
収益事業に係るリスク
維持管理費のコストオーバーリスク
不測の事態（維持管理）
性能リスク
要求水準未達リスク
技術革新リスク

30.0百万豪㌦
15.2百万豪㌦
5.9百万豪㌦
7.9百万豪㌦
3.2百万豪㌦
22.9百万豪㌦
4.9百万豪㌦
1.5百万豪㌦
9.8百万豪㌦
2.0百万豪㌦
18.1百万豪㌦
12.1百万豪㌦
40.6百万豪㌦

（26.7億円）
（13.5億円）
（5.2億円）
（7.0億円）
（2.9億円）
（20.4億円）
（4.4億円）
（1.3億円）
（8.7億円）
（1.8億円）
（16.1億円）
（10.7億円）
（36.2億円）

項目 金額

維持管理
運営

（出所）Infrastructure Australia（2008）より筆者作成

〈図表2〉オーストラリアの政府ガイドラインにおける
　　　 民間事業者に移転可能なリスク
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分
も
多
い
（
後
注
⑤
）。

　

ま
と
め
る
と
、
リ
ス
ク
関
連
の
費
用
が

事
業
に
要
す
る
直
接
的
な
費
用
と
は
別
に

計
上
さ
れ
予
定
価
格
に
組
み
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
と
、
建
設
段
階
で
特
別
目
的
会
社

が
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

可
能
と
思
わ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
が
、

海
外
に
お
け
る
P
F
I
事
業
の
収
益
の
源

泉
で
あ
る
。

　

一
方
、
日
本
の
状
況
に
目
を
向
け
れ
ば
、

ま
ず
、
日
本
で
は
リ
ス
ク
に
関
す
る
費
用

が
予
定
価
格
を
検
討
す
る
中
で
ほ
と
ん
ど

計
上
さ
れ
て
い
な
い
（
後
注
⑥
）。
ま
た
、

仮
に
リ
ス
ク
に
関
す
る
費
用
を
計
上
す
る

と
し
て
も
、
日
本
の
建
設
会
社
は
海
外
と

は
建
設
慣
行
が
異
な
り
、
コ
ス
ト
オ
ー
バ

ー
ラ
ン
や
タ
イ
ム
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
は
頻
繁

に
あ
る
事
態
で
は
な
い
た
め
、
金
額
は
少

な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
（
後
注
⑦
）。

わ
が
国
事
業
の
特
徴

　

前
述
の
通
り
、
海
外
で
は
P
F
I
事
業

で
実
施
す
る
価
格
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
が
生

じ
る
理
由
は
リ
ス
ク
の
移
転
に
あ
る
。
そ

れ
で
は
な
ぜ
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

長
け
た
民
間
に
リ
ス
ク
を
移
転
す
る
こ
と

に
よ
る
費
用
削
減
効
果
を
見
込
ん
で
い
な

い
日
本
に
お
い
て
も
、
P
F
I
事
業
で
実

施
し
た
方
が
従
来
通
り
の
発
注
方
法
よ
り

も
効
率
・
効
果
的
な
、
つ
ま
り
、
よ
り
低

価
格
で
の
事
業
実
施
が
可
能
な
の
だ
ろ
う

か
。
何
か
、
日
本
特
有
の
別
の
コ
ス
ト
削

減
要
因
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
問
に
対
す
る
答
え
と
し
て
、
日
本

の
P
F
I
事
業
が
「
儲
か
ら
な
い
」
も
う

一
つ
の
理
由
で
あ
る
「
削
減
率
」
の
存
在

が
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
P
F
I
事
業
で
実
施
し
た

場
合
の
事
業
予
算
を
検
討
す
る
際
に
、
こ

れ
ま
で
の
発
注
形
態
よ
り
も
費
用
削
減
が

可
能
と
の
考
え
に
基
づ
き
、
従
来
通
り
の

発
注
方
法
で
実
施
し
た
場
合
の
費
用
か
ら

一
定
割
合
を
削
減
し
て
計
算
す
る
こ
と
が

主
流
で
あ
る
。
こ
の
一
定
割
合
を
「
削
減

率
」
と
言
い
、
過
去
の
実
績
が
主
な
算
定

根
拠
と
な
っ
て
い
る
（
後
注
⑧
）。
総
務

省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
削
減
率
は
10

〜
20
%
で
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（
後

注
⑨
）。

　

日
本
の
P
F
I
事
業
で
は
「
削
減
率
」

と
い
う
一
律
の
指
標
を
用
い
る
こ
と
で
、

民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
事
業
の
直
接
的

な
経
費
の
縮
減
が
可
能
と
の
前
提
の
下
、

予
定
価
格
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、

海
外
で
は
、
P
F
I
事
業
と
す
る
こ
と
に

よ
る
事
業
の
直
接
的
な
経
費
の
縮
減
は
重

要
視
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
英
国
政

府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
従
来
方
式
よ

り
も
P
F
I
事
業
の
方
が
直
接
的
な
経
費

は
高
く
な
る
と
想
定
し
て
い
る（
後
注
⑩
）。

ま
た
、
事
業
手
法
間
の
評
価
に
際
し
て
、

コ
ス
ト
削
減
の
よ
う
な
定
量
評
価
だ
け
で

な
く
、
リ
ス
ク
移
転
に
対
す
る
評
価
等
の

定
性
評
価
も
重
視
さ
れ
て
い
る（
後
注
⑪
）。

こ
の
よ
う
に
英
国
で
は
、
P
F
I
事
業
で

民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
に
当
た
り
、

直
接
的
な
費
用
削
減
よ
り
も
そ
の
他
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
の

方
が
重
要
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の

状
況
と
大
き
く
異
な
る
。

　

日
本
の
P
F
I
事
業
で
は
、
こ
の
削
減

率
が
適
用
さ
れ
た
後
の
P
F
I
事
業
の
費

用
算
定
額
を
基
に
、
事
業
の
予
定
価
格
を

設
定
す
る
事
例
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
日

本
の
P
F
I
事
業
は
、
よ
り
安
価
に
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
と
い
う
点
で
本

質
的
に
望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
。

　

し
か
し
、
民
間
事
業
者
に
と
っ
て
は
、

事
業
ご
と
に
異
な
る
諸
種
の
条
件
を
捨
象

し
た
削
減
率
の
適
用
に
よ
り
、
採
算
性
の

確
保
が
容
易
で
は
な
い
条
件
設
定
と
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
各
種
リ
ス
ク
の
よ
う
に
実

際
に
は
発
生
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
費
用

が
予
定
価
格
に
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、

事
業
費
が
不
足
し
て
い
る
と
の
印
象
を
持

ち
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
収
益
性
を
可
能

な
限
り
落
と
し
た
事
業
計
画
を
策
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　

な
お
、
削
減
率
に
つ
い
て
は
、
そ
の
算

出
根
拠
の
妥
当
性
に
関
す
る
議
論
は
あ
る

が
、
削
減
率
の
適
用
自
体
が
否
定
的
に
捉

え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い（
後
注
⑫
）。

し
か
し
、
近
年
は
日
本
の
P
F
I
事
業
が

費
用
削
減
あ
り
き
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

懸
念
す
る
声
も
あ
り
、
費
用
削
減
以
外
の

観
点
か
ら
見
た
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

国
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る（
後
注
⑬
）。

今
後
に
向
け
て

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
日
本

に
お
け
る
P
F
I
事
業
の
収
益
性
の
低
さ

は
、
そ
の
市
場
特
性
や
方
法
論
に
起
因
す

る
構
造
的
な
問
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

事
業
を
大
型
化
し
た
り
、
対
象
と
す
る
事

業
分
野
を
拡
大
し
た
り
し
て
も
、
海
外
の

よ
う
な
投
資
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
大
き
く
開
け

る
と
は
思
え
な
い
。
加
え
て
、
日
本
で
は

既
に
公
共
施
設
は
多
く
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ

り
、
新
設
は
少
な
く
、
投
資
余
地
が
ど
れ

ほ
ど
あ
る
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　

で
は
、
日
本
に
お
い
て
P
F
I
事
業
へ

の
投
資
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
。
ま
ず
は
、
リ
ス
ク
の
算
定
・

算
入
の
発
展
が
必
須
で
あ
る
。
日
本
は
海

外
と
商
慣
行
が
異
な
る
と
い
っ
て
も
、
非

常
に
短
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
設
計
・
建
設
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を
終
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
例
は
増
え

て
お
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
リ
ス
ク
は
増
大

し
て
い
る
。
ま
た
、
提
案
期
間
の
短
縮
も

進
ん
で
い
る
。
提
案
期
間
が
短
く
な
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
精
度
の
低
い
図
面
か
ら

費
用
を
算
出
せ
ざ
る
を
得
ず
、
短
い
提
案

期
間
で
の
提
案
は
コ
ス
ト
オ
ー
バ
ー
ラ
ン

リ
ス
ク
の
増
加
に
つ
な
が
る
。
こ
う
し
た

リ
ス
ク
の
適
切
な
定
量
化
、
費
用
へ
の
算

入
が
重
要
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
日
本
独
自
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

形
成
で
き
る
分
野
と
し
て
改
修
事
業
が
あ

る
。
既
に
十
分
な
公
共
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
る
日
本
で
は
、
新
規
整
備
よ
り
も
既

存
ス
ト
ッ
ク
の
改
修
が
重
要
で
あ
る
。
た

だ
、
数
十
年
前
に
整
備
さ
れ
た
施
設
は
老

朽
化
の
度
合
い
が
不
明
で
あ
る
。
建
設
時

の
図
面
が
残
っ
て
い
な
い
な
ど
、
リ
ス
ク

が
非
常
に
大
き
い
。
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を

可
能
な
限
り
定
量
化
し
た
上
で
、
予
定
価

格
に
算
入
し
て
い
く
こ
と
で
、
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
適
切
に
実
施
で
き
る
企
業

に
と
っ
て
は
「
儲
か
る
」
可
能
性
が
生
じ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
公
共
側
は
建
設
会

社
や
保
険
会
社
等
と
連
携
し
、
改
修
事
業

の
リ
ス
ク
の
定
量
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
併
せ
て

投
資
家
側
で
も
リ
ス
ク
、
事
業
計
画
を
精

査
で
き
る
人
材
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

　
【
参
考
文
献
】

　

日
本
総
合
研
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F
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p
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向
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検
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す
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P
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I
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ル
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ト
（
平
成
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閣
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15
年
12
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に
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す
る
ガ
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ラ
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総
務
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年
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月
）「
P
F
I
事
業

に
関
す
る
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書
」

　

内
閣
府
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14
年
6
月
）「
地
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公
共
団
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向
け
サ
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ビ
ス
購
入
型
P
F
I
事
業
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施
手
続
簡
素
化
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

　

H
M

 Treasury

（
12
年
2
月
）「Equity 

investm
ent in privately financed 

projects

」

　

H
M

 Treasury

（
11
年
12
月
）

「Q
uantitative assessm

ent : user 

guide

」

　
【
後
注
】

　

①
国
土
交
通
省
（
03
）
p
3
4
3
に
よ

れ
ば
、
E
I
R
R
は
10
％
程
度
を
目
安
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
内
閣
府
（
08
）
に
お

い
て
、
P
F
I
事
業
の
発
注
者
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
E
I
R
R
に
関
し
て

は
、
回
答
者
の
半
数
以
上
が
5
・
0
％
以

上
を
基
準
と
し
た
と
回
答
し
て
い
る
。
筆

者
の
実
感
と
し
て
も
、
事
業
特
性
に
よ
る

が
、
数
％
程
度
を
基
準
と
す
る
例
が
多
い
。

　

②H
M

 Treasury

（
12
）
p
24
よ
り
。

過
去
事
例
の
調
査
に
基
づ
く
事
業
契
約
締

結
時
点
に
お
け
る
値
。

　

③
日
本
円
に
つ
い
て
は
三
菱
U
F
J
リ

サ
ー
チ
&
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
15

年
の
年
間
平
均
の
T
T
B
（
電
信
買
い
相

場
）
レ
ー
ト
が
89
・
06
円
で
あ
る
こ
と
か

ら
の
概
算
。
以
下
、
同
様
。

　

④
英
国
政
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
計
算

例
で
は
、
施
設
整
備
費
・
維
持
管
理
費
の

30
％
、
運
営
費
の
20
％
等
を
リ
ス
ク
額
と

し
て
計
上
し
て
い
る
（H

M

 Treasury

〈
11
〉
p
39
よ
り
）。

　

⑤
土
木
学
会
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
P
F
I
研
究
小
委
員
会
（
04
）
で
は
、

英
国
に
お
い
て
は
V
F
M
（
基
本
的
に
は

従
来
方
式
と
P
F
I
事
業
に
お
け
る
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
差
）
の
向
上
に
寄

与
す
る
最
も
大
き
な
要
因
が
最
適
リ
ス
ク

分
担
で
あ
る
と
の
調
査
を
紹
介
し
た
上
で

「
英
国
で
は
、
請
負
契
約
に
お
け
る
い
わ

ゆ
る
対
応
の
関
係
に
あ
り
、
請
負
業
者
か

ら
発
注
者
に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
が
コ
ス
ト

オ
ー
バ
ー
ラ
ン
や
タ
イ
ム
オ
ー
バ
ー
ラ
ン

を
頻
発
さ
せ
る
と
い
っ
た
事
情
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。
建
設
慣
行
の
異
な
る
わ

が
国
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
に
お
い
て
も
リ
ス

ク
分
担
が
ど
の
程
度
V
F
M
の
向
上
に
寄

与
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
」（
p
80
）
と

指
摘
し
て
い
る
。

　

⑥
例
え
ば
、
日
本
総
合
研
究
所
（
09
）

p
8
に
「
V
F
M
の
算
定
に
お
い
て
、
リ

ス
ク
移
転
の
影
響
を
定
量
化
し
て
考
慮
し
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た
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
あ
る
。

　

⑦
注
6
参
照
。

　

⑧
内
閣
府
（
14
）
p
7
よ
り
。

　

⑨
総
務
省
（
08
）
よ
り
。

　

⑩H
M

 Treasury

（
11
）
p
22
よ
り
。

　

⑪
日
本
総
合
研
究
所
（
09
）
p
76
よ
り
。

　

⑫
内
閣
府
（
07
年
7
月
）
よ
り
。

　

⑬
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
委
員
会

V
F
M
・
リ
ス
ク
分
担
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
（
第
3
回
）
の
議
事
に
お
い
て

「
V
F
M
が
重
視
さ
れ
す
ぎ
る
と
予
定
価

格
が
下
降
し
、
民
間
が
ア
イ
デ
ア
を
発
案

す
る
た
め
の
原
資
が
損
な
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
あ
る
ほ
か
、

支
払
額
以
外
の
V
F
M
の
在
り
方
に
つ
い

て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
【
筆
者
紹
介
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赤
木
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（
あ
か
き
・
み
の
る
）　

東
京

大
学
大
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院
修
了
後
、
三
菱
U
F
J
リ
サ

ー
チ
&
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
入
社
。
官
民

連
携
（
P
P
P
）
／
P
F
I
分
野
の
調

査
業
務
や
地
方
公
共
団
体
の
計
画
策
定
支

援
業
務
等
に
従
事
。

　

安
田
篤
史
（
や
す
だ
・
あ
つ
し
）　

東

京
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大
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院
修
了
後
、
三
菱
U
F
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リ

サ
ー
チ
&
コ
ン
サ
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P
P
P
／
P
F
I
分
野
の
事
業
化
支
援
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
業
務
等
に
従
事
。


